 eq \o\ad(私立大学図書館協会西地区部会,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
２００５年度第２回阪神地区協議会定期総会議事要録
日    時 ： ２００６年２月２３日（木）  １４：００～１６：１０

会    場 ： 大阪国際大学　守口キャンパス　本館６階会議室

出    欠 ：  eq \o\ad(出席校,　　　　　　) ………………………… ４３校（４８名）

             eq \o\ad(欠席校,　　　　　　) ………………………… ２０校（内、委任状提出校２０校）

　　　　　　〔詳細別紙〕

配付資料 ：

    １）〔資料№１〕私立大学図書館協会西地区部会2005年度第２回阪神地区協議会

　　　　　　　　　 定期総会資料

    ２）〔資料№２〕次年度以降の広報等体制（改正案）（大学図書館近畿イニシアティブ）

   　　　

議    事 ：

議事に先立ち、大阪国際大学総合メディアセンター・桶谷猪久夫総合メディアセンター長から開会の挨拶があった。なお、議長選出まで、議事の進行は、同センター事務室・吉岡肖治課長代理が行うこととした。

Ⅰ． eq \o\ad(議長選出,　　　　　) 

阪神地区協議会定期総会議長校当番順位（ローテーション表）に基づき、関西国際大学メディアセンター図書館・上念省三課長を選出した。

Ⅱ． eq \o\ad(報告事項,　　　　　) 

報告事項に先立ち、議長から、本日の出欠等について報告があり、協議会が成立している旨、報告があった。

１．阪神地区協議会報告

１）阪神地区協議会会務報告

理事校である大阪国際大学（吉岡氏）から、総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

（１）加盟校数(２００６年２月２３日現在)：６３校

（２）２００５年度役員校

（３）２００５年度運営委員会委員

（４）２００５年度第１回阪神地区協議会定期総会

（５）２００５年度第１回阪神地区協議会運営委員会

（６）２００５年度第２回阪神地区協議会運営委員会

（７）２００５年度第３回阪神地区協議会運営委員会

２）阪神地区研究会報告

神戸女子大学（平井氏）から、総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

（１）２００５年度第１回阪神地区研究会

（２）２００５年度第２回阪神地区研究会

３）阪神地区相互利用運営幹事校報告

神戸薬科大学（木口氏）から、総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

（１）２００５年度阪神地区相互利用担当者連絡会

（２）２００５年度阪神地区相互利用協定分担保存委員会

（３）阪神地区相互利用協定分担保存に関する実態調査報告

４）阪神地区書誌学研究会報告

武庫川女子大学（川崎氏）から、総会資料に基づき、２００５年度の阪神地区書誌学研究会について報告があり、これを了承した。また、私立大学図書館協会２００４年度研究助成の成果報告を２００５年８月の私立大学図書館協会全国総会・研究会で発表したこと、今年度中に冊子を作製して、阪神地区協議会加盟各館へ送付する旨、報告があった。

２．西地区部会会務報告

大阪国際大学（吉岡氏）から総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

  　　１）西地区部会加盟校

２）２００５年度西地区部会総会

  　　３）西地区部会研究会

（１）２００５年度西地区部会研究会

  　　４）西地区部会役員会

（１）２００５年度第１回役員会

（２）２００５年度第２回役員会

５）２００５年度西地区部会研究会第１回運営委員会

６）２００５年度館長懇話会
３．協会関係事項報告

大阪国際大学（吉岡氏）から総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

１）協会加盟校

２）常任幹事会

３）東西合同役員会

（１）２００５年度第１回役員会

４）第６６回（２００５年度）私立大学図書館協会総会・研究大会

５）協会賞審査委員会・研究助成委員会

６）国際図書館協力委員会

７）私立大学図書館協会ホームページ委員会

４．協会関連事項報告

大阪国際大学（吉岡氏）から総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

１）国公私立大学図書館協力委員会報告

２）日本図書館協会報告

３）国立情報学研究所報告

４）平成１７年度（第９１回）全国図書館大会

Ⅲ． eq \o\ad(協議事項,　　　　　) 

１．「大学図書館近畿イニシアティブ」専門委員の選出について

大阪国際大学（吉岡氏）から、総会資料に基づき、標記の専門委員として、阪神地区協議会から能力開発専門委員（任期２年）に姫路獨協大学　梶浦氏と近畿大学　鹿田氏を、広報検討専門委員（任期１年）に大阪工業大学　杉田氏を選出した手続きについて説明があった。引き続き、「大学図書館近畿イニシアティブ」運営委員校の関西学院大学（兄井氏）から、総会資料２に基づいて、２００６年度の同組織の広報体制および広報検討専門委員会の設置期限切れに伴う広報・Web専門委員会の発足について説明があり、最後に大阪国際大学から、２００６年４月以降の広報・Web専門委員会の委員は、広報検討専門委員の大阪工業大学　杉田氏に引き続き依頼したい旨の説明があった。審議の結果、異議なくこれを承認した。

２．２００７～２００８年度私立大学図書館協会西地区部会長校について

大阪国際大学（吉岡氏）から、総会資料に基づき、２００７～２００８年度私立大学図書館協会西地区部会長校として、大阪学院大学に就任をお願いしたい旨の説明があり、審議の結果、異議なくこれを承認した。

３．２００６～２００７年度相互利用運営幹事校について

大阪国際大学（吉岡氏）から、２００６～２００７年度相互利用運営幹事校として予定していた神戸国際大学から、就任延期の申し出があったことにより、ローテーション表に基づき依頼した結果、代わって関西福祉科学大学に２００６年度からの就任を承諾いただいた旨の説明があった。審議の結果、異議なくこれを承認した。

４．大阪青山大学からの阪神地区協議会加盟申し込みについて

大阪国際大学（吉岡氏）から、２００５年１１月に大阪青山大学から、私立大学図書館協会への加盟申し込みがあったことが説明され、審議の結果、異議なく加盟申し込みをを承認した。

Ⅳ． eq \o\ad(承合事項,　　　　　) 

１．雑誌バックナンバーへのBDSテープの貼付について

神戸松蔭女子学院大学（福田氏）から、標記の件について未製本雑誌のバックナンバーを開架するにあたり、加盟館各校の事例をうかがいたい旨の説明があり、雑誌にBDS（タトル）テープを貼付している２６大学から回答があった。

Ⅴ． eq \o\ad(確認事項,　　　　　) 

１．次期阪神地区協議会役員校

大阪国際大学（吉岡氏）から、総会資料に基づき、２００６年度阪神地区運営委員会委員について報告があり、これを確認した。

２．２００６年度 　第１回阪神地区協議会定期総会議長校

大阪国際大学（吉岡氏）から、総会資料（ローテーション表）に基づき、次回阪神地区協議会定期総会の議長は関西鍼灸大学である旨、報告があり、これを確認した。

Ⅵ．談話事項

１．「阪神地区協議会役員校輪番制確定基礎資料」について

大阪国際大学（吉岡氏）から、現行のローテーション表に基づいて役員校へ就任依頼を行うにあたり今後、一層の困難が予想されるため、ローテーション表の基となる標記資料を見直したく、総会参加の各校にご意見をうかがいたい旨、説明があった。これについて、見直しのためのワーキンググループをつくってはどうかとの提案や運営委員会で素案を出すべきとの意見があったが、談話事項の範疇を超えているため協議事項とすべきとの意見があり、引き続き加盟館各校の意見を聞きながら、運営委員会で審議していくこととなった。

２．相互利用担当者連絡会の承合事項について

大阪国際大学（吉岡氏）から、相互利用担当者連絡会での承合事項について、同会議の内容を超えるものがあり、それらについては、相互利用担当者のメーリングリストを活用することや、必要に応じて総会での承合事項として提出していくこととなった。それに関して、流通科学大学（槻本氏）から、上記内容を補足する説明があった。

Ⅶ．その他 

大阪国際大学（吉岡氏）から、「次年度に向けて、阪神地区協議会役員校輪番制確定基礎資料調査を行いたい。」旨、依頼があった。

以上をもって議事を終了し、大阪国際大学総合メディアセンター事務室・吉岡肖治課長代理から閉会の挨拶を行った。

以  上
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